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ごのへ夏まつり
夜空に大輪の花夜空に大輪の花

◆主な内容◆◆主な内容◆

・岩手沿岸北部地震　　　　　　　　　　②

・ごのへ夏まつり　　　　　　　　　　　④

・新・農業委員決定　　　　　　　　　　⑤

・後期高齢者医療制度（長寿医療制度）　　⑧

・自衛官募集　　　　　　　　　　　　　　⑨

・郷土探訪「暮らしと共に生きる坂－今と昔㉀」　　⑫
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０１　倉石北部地区
にある水田の法面
崩壊現場。出穂前
の稲に大きな被害
０２　地盤沈下を生
じた歩道
０３　亀裂を生じた
町道（五戸志戸岸
線－100ｍ亀裂）

０１０１

０２０２ ０3０3

岩手県沿岸北部を震源とする地震の被害状況（町内、７／３１現在）

被　　害　　内　　容 被害額（千円）

重傷者２人、軽傷者１６人人的被害１ －

民家窓ガラス破損・壁亀裂・

生活用品転倒・土地亀裂・住 家 等２ －

商店陳列商品転倒落下破損等多数

町道　　　１か所土木関係３ 4,500

農地　　　２か所農林関係４ 32,000

役場、町立公民館、ひばり野公園そ の 他

公共施設

５

14,018歴史みらいパーク、倉石温泉、

豊間内コミュニティーセンター等

小・中学校　　施　設学校関係６ 調査中

　　〃　　　　テレビ等備品 1,005

町道、水路等土砂排除復旧済み７ 550

被害額合計（家屋を除く） 52,073

岩手県沿岸北部を震源とする地震 【被害総額５千万円以上】

　７月２４日午前０時２６分ごろ、岩手
県沿岸北部を震源とする地震があり、
八戸市や五戸町で震度６弱、岩手県洋
野町で震度６強を観測しました。気象
庁によると、震源地は岩手県沿岸北部
で、震源の深さは108㎞、地震の規模を
示す推定マグニチュードは6.8で、町内
各所に大きなつめ跡を残しました。
　このたびの地震により、被害を受け
られました町民のみなさまに、心から
お見舞い申し上げます。町では地震発
生直後から、町内全域にわたり被害状
況の収集と調査を行いました。
　７月３１日現在で町内の人的被害は
負傷者１８人。家屋の一部破損多数、
公共施設では歴史みらいパーク五戸
代官所壁が崩落。また小・中学校にも
壁廊下などに亀裂が生じました。
※地震の被害状況は下記のとおりです。

７月２４日　午前８時「地震災害対策本部」
を設置。対策を協議する三浦正名本部長、
町職員、関係団体等

五戸代官所内部の土壁が崩落
※写真上部　　　　　　　　

７／24　未明の大地震つめ跡深く
推定マグニチュード6.8、五戸町の震度5.8

７／24　未明の大地震つめ跡深く

岩手県沿岸北部を震源とする地震 【被害総額５千万円以上】
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“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　　まちの皆さんが主役（モデル）です！

ナイターサッカー

　第29回町長杯争奪町
民サッカー大会が７月
17日に開幕しました。
今年は210人、18チーム
がエントリーし約３か
月にわたる熱きゲーム
を展開しています。

中市小学校通学合宿

　このほど中市小学校の
５・６年生15人が３日間
の通学合宿を行いました。
地域住民で組織する実行
委員会（中村秀昭委員
長）が企画し、親元を離
れ仲間と寝食を共にする
ことで自立心を養い連帯
感を深めました。

夏休み英会話スクール

　このほど「夏休み英
会話スクール」が延べ
８日間の日程で行われ、
小学生約150人が参加し
ました。ＡＬＴ（英語
指導助手）のヘレン先
生とメリサ先生の楽し
い英会話の授業は児童
らに大人気でした。

柏レイソルサッカー教室

　 町 ス ポ ー ツ ク ラ ブ
主催、「柏レイソルサッ
カー教室」がこのほど
開催されました。参加
者は元Ｊリーガー・下
平隆宏さん（町出身）
ら４人の講師から熱の
入った指導を受けまし
た。

豊間内地区　虫送りまつり

　豊間内地区コミュニティ実行委員会
（小泉伊吾右衛門委員長）は７月13日、
虫送りまつりを行いました。参加した
住民約130人は、岩ノ脇、豊間内、志
戸岸の３地区の神社を参拝しながら「悪
虫退散」などののぼりをなびかせ練り
歩き、豊作などを祈願しました。

のぼり夏風になびかせ豊作祈願

蛯川小学校児童せせらぎウオッチング

　蛯川小学校（中村正校長）の６年
生７人が７月16日、五戸川で「せせ
らぎウオッチング」を行いました。
児童たちは川に入って水質の指標と
なる生物を採取したり、試薬を使っ
て川水の性質（ＰＨ）や化学的酸素
要求量（ＣＯＤ）を調べました。

五戸川の水質はきれい？

三八支部消防操法大会

　このほど県消防協会三八支部は、
消防操法大会兼県大会三八支部予
選会を小渡平公園駐車場で行いま
した。町消防団第10分団は日ごろ
の訓練成果を発揮し、消防ポンプ
自動車部門で３位に入賞しました。

日ごろの訓練成果、機敏な動き

浅田地区高齢者交通安全教室

　７月23日、五戸地区交通安全協会
浅田支部（深畑信次支部長）は高齢者
交通安全教室を行いました。暗くした
会場では、五戸警察署の田邊良裕交通
課長が夜間路上での反射材の効果を説
明。参加者は実際に目で見て反射材の
効果を体験しました。

反射材の効果バツグン

ふるさとの川を愛する会

　このほど石沢、槍沢、鳥沼新田地区
住民らが「ふるさとの川を愛する会
（赤坂寿愛会長）」を結成し、五戸川
左岸の土手約１㎞の草刈り作業を行い
ました。参加者は「15年ぶりの草刈り
で、子どものころ遊んだ川がきれいに
なってうれしい」と話していました。

15年ぶり五戸川堤防の草刈

交通安全総決起大会

　五戸地区交通安全協会（三浦俊哉会
長）は７月18日、「交通安全総決起大
会」を行い、参加者約300人が子ども
と 高 齢 者 の 事 故 防 止 な ど の 実 践 に
向け決意を新たにしました。この後、
参加者は五戸小金管バンドを先頭に
町中心部をパレードしました。

総勢３００人交通安全パレード

２ブロック18チームが激突 親元を離れ自立・協力

楽しく学ぼう！　イングリッシュ 未来のＪリーガー目指せ　小・中学生約200人
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　今年で４回目となる「ごのへ夏まつ
り」が８月２日と３日の２日間、ひば
り野公園で開催されました。
　初日は、芝生広場に倉石牛のバーベ
キューコーナーが設けられたほか、「子
どもあそびの広場」では、昔懐かしい
「竹水鉄砲」などが用意され、親子で
にぎわいました。特設ステージでは、
ロックバンド、歌謡や南部手踊りなど
バラエティに富んだステージが繰り広
げられました。また、会場内では、大
型バイク・ハーレーダビッドソンの試
乗会も行われ、親子連れに人気を博し
ていました。試乗会の益金は、東北
ハーレー会青森県ハーレーダビッドソ
ンクラブの善意により、社会福祉団体
に寄付されました。
　みちのく少年サッカー大会には、県
内外から２４の小学生チームが参加。元
気いっぱいのプレーに盛んな声援が送
られていました。花火大会が始まるこ
ろには、町内外から約４，５００人（主催者
発表）の観客が続々と会場に集結。
観覧席のすぐ目の前で打ち上げられる
約２，１００発の花火に大きな歓声が上がっ
ていました。

０１  ハーレーダビッドソン試乗会
　   風を切って、さあ出発！

０２  フラフープころがし
　   景品ゲットなるか？

０３  昔懐かしい「竹水鉄砲」
　   おじさんが優しく教えます

０４  「さわらび会」による民謡
　　と南部手踊りの披露

０５  ホームスティ受け入れにより
　　県外のチームと交流しました

０６  保護者らの大声援を受け、
　　白熱の攻防を繰り広げた

０７  ボランティアによる「紋切り」

０１０１ ０２０２

０３０３

０５０５ ０６０６ ０７０７

０４０４

姉妹都市交流　中学生が韓国沃川郡を訪問姉妹都市交流　中学生が韓国沃川郡を訪問

ごのへ夏まつり　【夏恒例のイベント】ごのへ夏まつり　【夏恒例のイベント】
サッカー大会、倉石牛、子ども遊びの広場などでにぎわい

２，１００発花火　観客を魅了

沃川郡庁を訪問した中学生１８人。沃川郡守と一緒に記念撮影

　五戸中学校、川内中学校、倉石中学校の生徒
１８人が、７月２８日から８月１日までの５日間、
五戸町と姉妹都市締結している韓国沃川郡を訪
問しました。海外旅行に対する期待と不安を抱
きながら出発した訪問団一行は、仁川空港に到
着するやいなや、猛暑と人の多さ、そしてハン
グルだらけの異国の地に緊張した様子でした。
　バスでソウルから南下し沃川郡へ到着後、郡守
（五戸町でいうと町長に当たります）をはじめ、た
くさんの方々から心温まる歓迎を受け、歓迎会
の食卓に並んだ盛りだくさんの食事や辛さな
どに、食文化の違いを肌で感じたようです。�
　メインであった沃川郡の中学生との交流会
では、男女がペアになり韓国風フォークダンス
を踊りました。身ぶり手ぶりも交え一生懸命会
話をしながら互いにプレゼントやメールアドレ
スの交換などを行い、言葉の壁を越え友情の和
を広げることができたようで、最初は硬い表情
だった生徒の顔も最後には笑顔になり互いに別
れを惜しんでいました。�
　また、韓国伝統文化体験では、沃川郡特産のぶどうエキスを使用した染め物と、祝い事に作られる伝統餅作
りを体験しました。今回の交流事業によって「言葉は通じなくても心は通じる」という大切なことを学び、一
回り大きく成長した彼らはとても目が輝いていました。彼らにとってこの貴重な経験は一生の宝物となったこ
とでしょう。
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飛び入り参加ＯＫ！　みんなでバナナダンス

お姉ちゃん、楽しかったね！ 狙いを定め、景品ゲットか？
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地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 認知症とは…その１　　 認知症の早期発見認知症とは…その１　　 認知症の早期発見認知症とは…その１　　 認知症の早期発見16

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

①認知症は、単なる「物忘れ」ではありません

　人や物の名前が出てこない、覚えていたことが思い出せない「物忘れ」は、歳を追うごとに多くなって
きます。特に、久しぶりに会った人の顔は覚えているのに、名前が出てこないということがあります。
「物忘れ」にもいろいろなパターンがあり、ヒントをもらって思い出せる脳は「認知症」ではありません。
また、加齢に伴う「物忘れ」は、ほとんど生活に支障がありません。
　一方、ヒントをもらっても、何を言っても思い出せない場合は、病的なものである可能性もあります。
「認知症」の場合は、電車の切符が買えない、銀行に行ってお金を下ろすことができない、今日が何月
何日かわからないなど、日常生活に支障や影響を与えてしまいます。

②「認知症」と「物忘れ」の違い
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。
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級
生

が
ん
で
逝
っ
た
還
暦
前
の
末
弟
は

黄
泉
路
に
旅
立
ち
て
一
年
絽
の
喪
服
の
季
に

思
い
出
や
一
番
鶏
鳴
き
目
を
さ
ま
し

嫁
の
や
く
わ
り
懐
か
し
き
思
ふ

誕
生
日
孫
よ
り
届
く
宝
物

茶
の
間
に
飾
り
日
毎
眺
む
る

老
の
吾
仕
事
面
に
は
弱
音
は
き

口
先
だ
け
は
何
時
現
役
ま
だ
ま
だ
元
気

　

小
林
　
静
枝
　（
ひ
ば
り
野
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

な

え

か
お

や

市
川
道

十
文
字

上
市
川

中
　
区

　初めのうちは、歳のせいによる物忘れと区別が付きにくいものです。
　表に示すように忘れ方の内容や度合いが違いますので、認知症の早期発見を
するためにこれらのポイントを参考にするとよいでしょう。

・生理的な脳の変化によって起こる（病気ではない）
・半年～１年では変化しない
・体験の一部分を忘れても全体は忘れない
・物の名前を忘れることが多いが、物事自体は忘
れない

　（例）食べた献立は忘れるが、食べた事実は忘れない
・人、場所、時間に関しては、ほぼ正しく認識で
きる

・他の精神症状を伴わない
　（例）物取られ妄想、対人妄想など
・物忘れを自覚している

・脳の病気によって起こる
・進行することが多い
・体験の全体を忘れる
・物の名前だけでなく、物事自体も忘れる
（例）食べた献立だけでなく、食べた事実まで忘れる

・人、場所、時間を正しく認識できにくくなる
・精神症状を伴うことがある
　（例）物取られ妄想、対人妄想など
・物忘れの自覚に乏しい

老化（歳のせい）による「物忘れ」 認知症による「物忘れ」

お
と
う
と

た

ど
り



u

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
９
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

136

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

濱
舘
　
貴
徳

非
常
勤

盛
　
　
有
希

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

岡
上
能
斗
竜

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

佐
々
木
　
亮

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　月
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）
（
毎
週
土
曜
日
の
予
定
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に

　
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●７月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,091
（14,036）
12,891
（12,359）
16,160
（16,711）
11,340
（39,637）

12,459
（12,574）
12,240

（12,296）

11,336
（11,022）

11,777
（12,242）

12,605
（12,686）

13,915
（11,397）

11,371
（11,899）
12, 20

（12, 33）
12,402

（12,279）
13,214

（13,679）
12,166

（12,488）

12,361
（12,305）
12,363

（12,072）
11,470

（11,437）
12,181

（12,266）

12,601
（12,635）
12,360

（12,050）
12,411

（12,638）
12,350

（12,070）

11,889
（11,942）
11,432
（12,753）
27,532
（27,749）
12,174
（12,339）

11,770
（12,712）
12,523

（12,444）
12,956

（12,987）
11,790

（11,782）

皮膚科
12,231
（12,224）
12,350
（12,070）
12,983
（12,859）
12,350
（12,070）

119,457
（110,041）
114,551

（114,236）
139,108

（140,988）
117,802

（116,531）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11684
（11714）

脳
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

ＭＲＩ撮影の様子

　
当
院
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
を
利
用
し
た
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
検
査
内
容

　
Ｍ
Ｒ
脳
・
脳
動
脈
画
像
撮
影
・
心
電
図
測
定
・
血
液
検
査
・
血
圧
・

　
身
長
・
体
重
測
定

●
検
査
料
金

　
１
万
５
千
円

●
検
査
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
（
Ｍ
Ｒ
撮
影
は
30
分
程
度
）

※
３
か
月
以
内
に
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
診
を
受
け
た
方
は
、
一
部
検
査

項
目
を
省
略
し
、
料
金
を
少
し
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
総
合
病
院
受
付
（
医
事
班
）
　
TEL
61
―

１
２
０
０
内
線
２
７
０



i

制度見直しのお知らせ
　政府において、所得の低い方の保険料負担をさらに減らすなどの特別対策（平成20年度

分）を決定しましたのでお知らせします。

　平成21年度の軽減対策については、内容が確定次第、お知らせします。

　（１）均等割額の７割軽減が一律8.5割軽減となります。

※世帯主とその世帯に属する被保険者の総所得金額等の合計が、基礎控除額（33万円）を超えな

い世帯に属する方（年金収入年額が168万円以下）。

　（２）総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた額（旧ただし書き所得）が58万円以下

（年金収入年額211万円以下）の方は、所得割額を５割軽減します。

　※軽減の対象となる方に後期高齢者医療保険料額変更決定通知書を８月中にお届けします。

　　下記の条件を満たしている方は、申し出により口座振替に変更できます。

　（１）対象者

　　　①本年４月より年金から天引きされている方

　　　②本年10月より年金から天引きされる方

　（２）要　件（いずれか）

　　　①これまで国民健康保険税を確実に納付していた方で、本人名義の口座振替により納付する場合

　　　②年金収入が年額180万円未満の方で、世帯主または配偶者名義の口座振替により納付する場合

　後期高齢者医療制度加入前日まで、被用者保険に加入されていた方は、被用者保険の資格喪失手続きが

必要となります。被扶養者であった方は、後期高齢者医療保険料の軽減措置（２年間）が適用となります

ので、確実に手続きをしてください。手続きの仕方については、事業主または被用者保険の各保険者に

ご確認ください。（被保険者本人であった方については、軽減措置の対象とはなりません。）

※被用者保険とは政府管掌健康保険、船員保険、健康保険組合、共済組合など。

　　　○問い合わせ先　・青森県後期高齢者医療広域連合　　℡017－721－3821

　　　　　　　　　　　・五戸町役場　  住民課  　国保班　　℡62－2111（内線115～117）

【後期高齢者医療制度（長寿医療制度）】

○保険料の軽減拡大について

○保険料の支払方法（年金天引き→口座振替）の変更について

○被用者保険（※）に加入されている方



o

雇
用
・
資
格

危
険
物
取
扱
者
試
験

暮
ら
し
・
健
康

ハ
チ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

税
金

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

農
業

農
地
の
貸
し
手
募
集

自

衛

官

募

集

医
療
機
関
に
お
け
る
無
料
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
お
知
ら
せ

肝
炎
治
療
に
要
す
る
医
療
費

助

成

の

お

知

ら

せ

情報ステーション

●
種
　
別

　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
試
験
日

・
八
戸
市

　
平
成
20
年
11
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
　
11
月
15
日（
土
）

・
十
和
田
市

　
平
成
20
年
11
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
　
11
月
16
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
20
年
９
月
24
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
10
月
３
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
２ 

│ 

１
９
０
２

●
防
衛
大
学
校
学
生

○
受
験
資
格

　
21
歳
未
満
の
高
卒（
見
込
み
）者

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
11
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　
11
月
16
日（
日
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

○
受
験
資
格

　
21
歳
未
満
の
高
卒（
見
込
み
）者

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
11
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
11
月
２
日（
日
）

●
看
護
学
生

○
受
験
資
格

　
24
歳
未
満
の
高
卒（
見
込
み
）者

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
10
月
25
日（
土
）

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
９
月
８
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
30
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

　
ハ
チ
が
活
発
に
活
動
す
る
時
期

で
す
。
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

刺
激
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
ハ
チ
（
ス
ズ
メ
バ
チ
）
に
刺

さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
で
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
個
人
の
敷
地
や
家
屋
に
あ
る
ハ

チ
の
巣
は
、
所
有
者
が
処
理
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
、
ハ

チ
の
巣
を
除
去
す
る
た
め
、
町
民

の
方
に
防
護
服
を
無
償
で
貸
し
て

い
ま
す
。
自
分
で
処
理
で
き
な
い

方
は
、
町
内
の
養
蜂
業
者
へ
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
、
処

理
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
（
直
通
）

●
対
象

県
内
に
住
所
を
有
し
、
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
（
た
だ
し
、
町

で
実
施
し
て
い
る
健
診
を
利
用

で
き
る
方
は
除
き
ま
す
）

●
検
査
項
目

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

●
検
査
の
受
け
方

県
が
指
定
す
る
次
の
医
療
機
関

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
検
査
を
希
望
す
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
検
査
を
希
望
さ
れ

る
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
期
限

　
平
成
21
年
３
月
31
日

●
五
戸
町
内
の
指
定
医
療
機
関

　
・
五
戸
総
合
病
院

　
　
℡
61 

│ 

１
２
０
０

　
・
田
中
医
院

　
　
℡
61 

│ 

１
１
５
５

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
健
康
福
祉
部
保
健
衛
生
課

　
健
康
危
機
対
策
グ
ル
ー
プ

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
２
８
４

　
Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
の
治
療
を
す
る
た
め
、
ウ
イ

ル
ス
の
除
去
を
目
的
に
行
う
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
要
す
る
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
保
健
所

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
３
９
７

　
土
地
を
取
得
し
た
方
が
、
土
地

取
得
日
か
ら
３
年
以
内
に
そ
の
土

地
の
上
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
、

ま
た
は
自
分
で
住
む
た
め
の
建
売

住
宅
・
中
古
住
宅
の
敷
地
を
取
得

し
た
場
合
で
、
次
の
条
件
に
当
た

る
と
き
、
土
地
の
不
動
産
取
得
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上

　
２
４
０
㎡
以
下
な
ど
の
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
最
低

４
万
５
千
円
が
軽
減

　
な
お
、
土
地
と
住
宅
の
取
得
者

が
異
な
る
場
合
で
も
軽
減
を
受
け

ら
れ
ま
す（
中
古
住
宅
を
除
く
）。

ま
た
、
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
課
税
第
二
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
０
９

　
一
区
画
お
お
む
ね
５
、０
０
０

㎡
以
上
に
ま
と
ま
っ
た
畑
を
貸
し

付
け
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
貸
借
の
条
件
等
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
地
区

字
越
掛
沢
、
字
中
森
付
近

大
字
切
谷
内
字
北
田
ノ
沢
、
字

長
屋
付
近

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
９
月
24
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２



!0

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
」
の
日

パ
ワ
フ
ル
ラ
イ
フ
講
座

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康
体
操
」

自
動
車
事
故
被
害
者
の

救
済
制
度
の
お
知
ら
せ

催
し

県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
参
観
デ
ー

お

知
ら
せ

青森県五戸町

情報ステーション

　
簡
単
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
で
体
力
の
維
持
向
上
や
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
　
時

　
９
月
10
日
か
ら
11
月
19
日
ま
で

　
毎
週
火
曜
日
（
計
10
回
開
催
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
対
象

　
18
歳
以
上
の
方
（
30
人
程
度
）

五
戸
地
方
在
住
、
五
戸
地
方
勤

務
の
方
を
優
先
し
ま
す

●
参
加
費

　
１
回
１
０
０
円
（
毎
回
徴
収
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62 

│ 

２
３
０
１

●
日
時

　
平
成
20
年
９
月
11
日（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
内
容

果
樹
栽
培
相
談
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
育
て
方
講
座
、
お
楽
し
み

ク
イ
ズ
、
農
産
物
加
工
品
の
展

示
即
売
、
農
業
機
械
・
資
材
・

図
書
や
場
内
生
産
物
の
販
売
な

ど
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
大
字
扇
田
字
長
下
タ
２

　
県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

　
℡
62 

│ 

４
１
１
１

　
自
動
車
事
故
で
重
度
の
後
遺
症

が
残
っ
た
方
や
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
ご
家
族
を
救
済
す
る
た
め
、

次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

入
院
施
設
も
あ
り
ま
す
。

●
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制

度
（
無
利
子
貸
付
）

○
貸
付
金
額

　
一
時
金
　
１
５
５
、０
０
０
円

　
月
　
々
　
　
２
０
、０
０
０
円

○
貸
付
要
件

市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
等

○
対
象
者

　
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

○
利
子

　
無
利
子

○
返
還
方
法

割
賦
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等

払
い

●
介
護
料
支
給
制
度

○
受
給
資
格

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
重
度
の

後
遺
障
が
い
が
残
っ
た
た
め
常

時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方

○
支
給
額

　
月
額
　
　
２
９
、２
９
０
円
〜

　
　
　
　
１
３
６
、８
８
０
円

（
障
が
い
の
程
度
、
介
護
に
要

す
る
費
用
に
応
じ
て
支
給
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　
青
森
支
所

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
９ 

│ 

０
５
５
１

　
警
察
で
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被

害
の
未
然
防
止
そ
の
他
県
民
の
安

全
と
平
穏
を
図
る
た
め
常
時
警
察

安
全
相
談
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
多
い
相
談
は
、

・
融
資
を
申
し
込
み
し
た
と
こ
ろ

保
証
金
を
請
求
さ
れ
た
。

・
携
帯
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
と
こ

ろ
法
外
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

・
「
当
選
し
ま
し
た
」
と
い
う
封

筒
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
。

な
ど
で
す
。
不
審
だ
と
思
っ
た
ら
、

お
金
を
振
り
込
む
前
に
お
気
軽
に

相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
警
察
相
談
専
用
電
話

　
♯
９
１
１
０
ま
た
は

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
５ 

│ 

９
１
１
０

●
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番

　
7
０
１
２
０ 

│ 

89 

│ 

７
８
３
４

●
子
供
・
女
性
保
護
対
策
室

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
３ 

│ 

４
２
１
１

※
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
相
談

●
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

　
7
０
１
２
０ 

│ 

58 

│ 

７
８
６
７

※
少
年
に
関
す
る
悩
み
事
や
少
年

が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
事
案
な

ど
の
相
談

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署
℡
62 

│ 

３
２
４
１



!1

き野 禁焼 ささ
れ

まます
！！いてて止止野 禁はき

　ごみを燃やすと煙や悪臭による住民トラブルや生活環境の悪化を招くだけでなく、ダイオキシン類など
の有害物質を発生させ、人の健康への影響が懸念されます。
　家庭や事業所から発生したごみは燃やさないで、「家庭ごみ」はごみ収集日や直接、十和田地域広域事
務組合ごみ処理場に、「事業所のごみ」は定められた方法で適切に処理しましょう。

□家庭用小型焼却炉（基準に適合していないもの）
□ドラム缶などを使用しての焼却
□ブロックを積んでの焼却炉や地面に穴を掘っての焼却

□基準に適合した焼却炉
□たき火、その他日常生活を営む上で通常行われる焼却で、軽微なもの
□農業・林業を営むための雑草・伐採した木の枝の焼却
□どんと焼きなどの風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な焼却
□国または地方公共団体が施設の管理を行うための道路清掃・河川清掃で出た草木などの焼却
□災害の予防、応急対策または復旧における木くずなどの焼却

野焼きとは？ 次のような焼却行為は野焼きに該当しますのでやめましょう

野焼きの例外 基準に適合した焼却炉や軽微なたき火などは、例外として認められています

※野焼きの例外でも、プラスチックやビニールを混ぜて焼却しないこと

問い合わせ先　役場保健衛生課　‡  ６２－２１１１（内線２７４）

　ごみとして収集されたプラスチック製容器包装は、十和田地域広域事務組合で圧縮梱包等の処理を
した後、7日本容器包装リサイクル協会に引き渡し再商品化しています。
　その収集されたものが再資源化に適しているか検査を実施したところ、最低ランク
の「Ｄランク」になり、改善勧告を受けました。
　主な原因は、汚れの付着したプラスチック製容器包装の混入で、このままでは、
引き取り停止になり再資源化へのルートが閉ざされてしまう可能性があります。
　分別基準ランクの品質向上を図るため、次のことに注意して分別排出するようお願いします。

注意事項（プラスチック製容器包装排出時）
　１　食品の残りの付着が無いように、洗浄（水洗い）、拭き取るなどして付着物を除去した後、排出する。
　２　洗浄しても汚れの取れない物や付着物により汚れているものは、「燃えるごみ」として分別排出する。

　最近、農業用使用済みプラスチックや家庭ごみ（テレビ・冷蔵庫等）などの不法投棄の苦情が増え
ています。不法投棄は犯罪です。廃棄物は適正に処理しましょう。
　また、土地所有者は、不法投棄者が不明な場合、土地所有者が撤去しなければならない
ことになりますので、見回りや土地に立ち入られないよう工夫をしましょう。

不法投棄をした場合
　５年以下の懲役、または１，０００万円以下の罰金に処せられるなど厳しい罰則が設けられています。

ご みご み の 出 し 方 に つ い て

不 法 投 棄 は 犯 罪 で す 。不 法 投 棄 は 犯 罪 で す 。不 法 投 棄 は 犯 罪 で す 。
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７６０人　（－１６）

　女　１０，５０９人　（－６）

総人口２０，２６９人　（－２２）

世帯数１６，９４３世帯（－４）

平成20年８月１日現在

この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています
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いつつ坂

代官坂

■
学
校
図
書
購
入
費
と
し
て

　
小
渡
康
朗
氏（
五
戸
町
出
身
）

か
ら
図
書
券
15
万
円
分

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
東
北
三
吉
工
業
㈱（
田
沢
英
治

代
表
取
締
役
）か
ら
30
万
円

№163

「
暮
ら
し
と
共
に
生
き
る
坂
―
今
と
昔
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
期
の
坂
16
か
所
」

　
坂
の
町
に
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
、

「
大
空
へ
続
く
坂
道
」
の
歌
が
出

来
た
の
は
、
十
二
年
前
の
平
成
七

年
十
一
月
二
十
三
日
。
同
年
度
、

地
域
づ
く
り
推
進
ソ
フ
ト
事
業
と

し
て
手
作
り
の
音
楽
会
が
公
民
館

で
開
か
れ
た
。

　
作
詞
伊
奈
か
っ
ぺ
い
、
作
曲
小

室
等
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
が
あ
っ
て
賑
わ
っ
た
。

　
さ
て
、
歌
に
は
十
六
の
坂
道
が

出
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
八
つ
の

坂
の
標
示
板
が
平
成
八
年
度
に
、

残
り
の
八
つ
は
翌
九
年
度
に
設

置
さ
れ
た
。

　
当
時
、
五
戸
町
が
総
務
省
の

進
め
る
国
際
交
流
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
指
定
を
受
け
、
そ
の

助
成
事
業
で
標
示
板
を
作
っ
た
。

　
ひ
ば
製
の
標
示
板
は
、
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン
チ
、
幅

一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
。
木

村
秀
政
博
士
の
設
計
に
よ
る
旅

客
機
、
頂
部
に
白
馬
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
を
付
け
て
五
戸
を
表
徴
、

次
の
十
六
か
所
に
取
り
付
け
た
。

①
湯
け
む
り
坂

　
五
戸
中
学
校
裏
口
か
ら
ひ
ば
り

野
公
園
付
近

②
ま
き
ば
坂

　
三
浦
牧
場
か
ら
扇
田
間
の
坂
道

（
旧
扇
田
の
坂
）

③
ひ
よ
ど
り
坂

　
古
街
道
長
根
か
ら
旧
給
食
セ
ン

タ
ー
付
近
（
旧
あ
か
坂
）

④
ひ
ば
り
坂

　
町
営
ひ
ば
り
野
住
宅
付
近
（
ひ

ば
り
野
公
園
入
口
の
坂
）

⑤
草
露
坂

　
豊
間
内
・
志
戸
岸
交
差
点
か

ら
ひ
ば
り
野
公
園
へ
の
坂

⑥
緑
坂

　
上
市
川
か
ら
八
戸
市
張
田
方

面
へ
の
古
い
坂
道
（
旧
な
が

坂
）。
明
治
三
十
年
ご
ろ
、

一
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
坂
道

が
開
墾
な
ど
で
拡
張
さ
れ
た
。

⑦
白
馬
坂

　
県
道
兎
内 

― 

苫
米
地
線
の

坂
⑧
い
つ
つ
坂

　
五
戸
町
役
場
前
の
坂
道
。
標
示

　
板
は
橋
の
上
に
建
っ
て
い
る
。

（
古
館
の
坂
）

⑨
地
蔵
坂

　
大
渡
（
五
戸
消
防
署
前
）
か
ら

地
蔵
平
の
地
蔵
尊
前
の
坂

⑩
宿
場
坂

　
町
役
場
浅
田
支
所
前
の
緩
や
か

な
坂

⑪
代
官
坂

　
旧
町
役
場
付
近
（
標
示
案
内
板

は
図
書
館
前
の
右
側
に
あ
り
）

⑫
な
ん
ぶ
坂

　
手
倉
橋
か
ら
南
部
町
へ
の
坂
（
旧

飴
屋
坂
）

⑬
大
輪
坂

　
ひ
ば
り
野
公
園
陸
上
競
技
場
か

ら
八
戸
方
面
へ
の
農
道

⑭
さ
く
ら
坂

　
地
蔵
平
の
地
蔵
尊
前
か
ら
竹
原

方
面

⑮
花
咲
坂

　
県
畜
産
試
験
場
五
戸
支
場
（
元

五
戸
種
鶏
場
付
近
）

⑯
お
ん
こ
坂

　
荒
町
の
旧
国
道
脇
（
江
渡
家
裏

の
イ
チ
イ
の
木
の
下
）

　
十
年
前
に
は
「
坂
の
町
」
に
新

風
を
送
っ
た
。
夢
は
大
き
く
名
誉

町
民
第
一
号
の
木
村
秀
政
博
士
の

よ
う
に
大
空
へ
羽
ば
た
け
と
い
う

願
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
が
、
内

容
を
知
る
町
民
は
十
二
年
過
ぎ
た

今
で
は
案
外
少
な
い
よ
う
だ
と
評

す
る
。
五
戸
の
標
語
「
坂
の
町
は

人
づ
く
り
か
ら
」
は
今
日
も
生
き

て
い
る
。

※
小
さ
い
坂
は
省
略

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

ひ
と
し

に
ぎ

あ
め  

や



応急手当を身に付けましょう救える命を救うために

119番通報してから救急車が到着するまで

全国平均で約６分かかります

もし救急車が到着するまで何もしないと…

心臓停止

10秒

10分

３～４分 約５０％が死亡する

意識がなくなる 

ほとんど助からない

 「救える命」を救うためには、すべての場面で途切れる

ことのない迅速な処置が必要です。「救命の連鎖」は、

こうしたつながりの重要性を表したものです。事故や病

気で倒れた人を救えるのは、目の前にいるあなたです。

普段から応急手当を身に付けておきましょう。

早い119番通報：落ち着いて、はっきりと１１９番に通報

早い応急処置：救急車到着前の早い心肺蘇生と除細動

早い救急処置：救急救命士などの行う高度な救急処置

早い医療処置：医療機関における救命医療

除細動とは

　心臓突然死の原因の８～９割を占めるといわれる「心室細動」は、心臓が異常に早く拍動し、心筋が震

えているような状態をいいます。このような状態では心臓はポンプとしての機能を果たせず、全身に血液

を供給できなくなります。

　心室細動が起こった場合、自然に回復することは極めてまれです。唯一の治療手段は「除細動器」によ

り体外から電気ショックを与え、心拍を正常に戻すことです。３分以内での素早い処置が救命の「カギ」

となります。平成１６年７月から、一般の方でも「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）」を使って除細動が行え

るようになりました。

しん ぱい そ せい じょさい どう

五戸町ＡＥＤ設置マップ（平成２０年７月１日現在）

　命を救うためには、心肺蘇生法と並行してＡＥＤの取り扱いが必要です。五戸消防署では、

救急講習会を随時受け付けていますのでお気軽にご相談ください。 

問い合わせ先　五戸消防署�℡６２－３１１９

倉石中学校
TEL77－2022

五戸高等学校
TEL62－2828

川内中学校
TEL68－2201

五戸ドーム
TEL62－2301

五戸中学校
TEL62－2228

東北メディカル学院
TEL62－0606

田中医院
TEL61－1155
小村歯科医院
TEL62－5121
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　 10か月児健康相談（19年10・11月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● ３か月児健康診査（20年５月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00

11：00～

町立公民館

10：30～● 平成20年度五戸町戦没者追悼式 町立公民館

 8：50～15：00● 五戸町民運動会 ひばり野公園陸上競技場

10：00～11：30● 土曜セミナー「郷土歴史講座」④ 町図書館視聴覚室

10：00～15：00● 味まつり＆倉石牛まつり 夢の森ハイランド

13：30～16：00● 行政相談 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

14：00～15：00 町図書館児童コーナー● お話会

12：20～12：50受付 総合病院

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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● ２歳６か月児健康相談（18年２・３月生）12：30～12：50受付 旧地域保健センター

今月の納期

納期限９月３０日（火）
固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

第３期
第３期
第２期

家庭の日

家庭の日

秋分の日

● 五戸町敬老会（川内地区） 瑞穂館

● 五戸町総合防災訓練 主会場：五戸中学校

12：00スタート

 8：30～

● 青森県民駅伝競走大会 青森市

11：00～● 五戸町敬老会（豊間内・浅田地区） アピル五戸

13：30～15：00● 町民大学講座（全地区合同） 町立公民館

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 五戸町敬老会（五戸地区） 11：00～ アピル五戸

● 五戸町敬老会（倉石地区） 11：00～ 倉石コミュニティセンター 　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● １歳６か月児健康診査（19年２・３月生）12：30～12：50受付 旧地域保健センター

秋の全国交通安全運動就学時健康診断

実施予定：９月下旬～１０月下旬

※日程は広報９月号等で
　お知らせします。

第40回
五戸町民運動会

９月２８日（日）８：５０～

ひばり野公園陸上競技場

１高齢者の交通事故防止�
２全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底
３夕暮れ時と夜間の
　歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
４飲酒運転の根絶

運
動
の
重
点
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　お知らせします。

第40回
五戸町民運動会
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ひばり野公園陸上競技場

１ 高齢者の交通事故防止�
２ 全ての座席のシートベルトと
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　 麻しん・風しん混合予防接種

● ６か月児健康相談（20年２・３月生）

日 記念日等

法の日

体育の日

高齢者交通安全の日

行　　事　　等

月　間　メ　モ

赤い羽根共同募金運動（～12月）

食生活改善普及月間
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　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

12：20～12：50受付 総合病院

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（20年６月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～13日）  9：00～16：00 小渡平公園

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

10


